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特論Ａ 【 実験的・ 臨床的研究】 ≪共通部分≫

令和 ６年度　 Ａ 項目　 一覧表

科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

中 枢 神 経 系 の 遺 伝
子、 タ ン パク 発現の
定量およ び局在検索
の手法

重吉　 康史 １５コ マ

　 中枢神経における 特定の物質の発現量および局在を明ら かにする 方法
を 学ぶ。 動物に操作を 加え、 それによ っ て生じ る 中枢神経系の変化を 明
ら かにし たい際に、 必須かつも っ と も 基礎的な手法である 。
１． 定量的 PCR 法
　 　  興味のある遺伝子が神経系の特定の領域にどの程度発現し ている か

を定量する 。
２． W estern blotting
　 　 抗体を 用いて興味のある 抗原の特定の領域での発現量を 定量する 。
３． 免疫組織化学法
　 　 抗体を 用いタ ン パク などの抗原の局在を 切片上で検出する 。
４． in si tu hybr idi zation 法
　 　 特定の遺伝子の局在を 切片上で明ら かにする こ と ができ る 。

分子生体制御学特論 梶　 　 博史 １５コ マ

　 生体を 構成する 様々な細胞は、 外部環境・ 内部環境の変化に対応し て
応答し 、 生命維持に寄与し ている 。 こ れら の応答は、 分子間、 細胞間さ
ら には組織間で相互に関与し あい、 非常に複雑である。 こ れら の複雑な
応答を理解するには、 試験管内での分子間相互作用解析や細胞培養系に
おける様々な刺激応答解析、 さ ら には実験動物を 用いた解析などが利用
さ れる。 こ れら の応答の解析は、 遺伝子発現、 蛋白発現、 細胞内シグナ
ル伝達など を、 リ アルタ イ ム PCR 法、 ウエスタ ン ブ ロ ッ ト 法、 細胞内
リ ン 酸化検出法などを 用いて行う 。 こ れら の解析について、 遺伝子、 蛋
白質、 細胞、 実験動物など実験材料の扱い方、 それぞれの方法の理論的
理解およ び実際の手法などを 習得する 。

分子生物学基礎技術 西尾　 和人 １５コ マ

　 分子生物学的研究に必要な基礎的技術の取得を 目的と し て、 下記の項
目の実験・ 解析を 実践する 。
１． 細胞培養
２． 遺伝子多型解析
３． PCR 及び RT-PCR
４． マイ ク ロアレ イ の解析技術
５． コ ピ ー数解析
６． 次世代シーケン サー解析技術

細胞病態制御学 岡田　 　 斉 １５コ マ

１． 蛋白実験
　 　 ① W estern blot
　 　 ② CO-Immunoprecipi tation
２． 細胞培養実験
　 　 ①細胞培養の基本手技
　 　 ②細胞の免疫染色
　 　 ③発現ベク タ ーの導入
３． 分子生物学実験
　 　 ①発現ベク タ ー構築に関わる 手技全般
　 　 ② total 又は mRNA の精製と 解析（ qRT-PCR を 含む）
　 　 ③ genomicDNA の精製と 解析
　 　 ④その他分子生物学実験手技
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科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

薬物応答制御学特論
Ａ

髙橋　 英夫 １５コ マ

　 創薬のための病態生理解析を 目的と する 。 生理活性物質の作用機序を
解析する ための、 in vi tro、 in vivo 実験の原理およ び方法について、 学
生が必要と する と こ ろ を 学ぶ。
１． in vi vo 実験の手技と 手法
　 　 薬物投与法
　 　 採血法と 血清分離、 臓器潅流、 臓器摘出など
２． in vi tro 実験の手技と 手法
　 　 細胞培養、 蛋白質の分析
３． 組織学的解析
　 　 HE 染色、 免疫組織染色
４． 蛋白発現
　 　 蛋白質の抽出と ウエスタ ン・ ブロ ッ ティ ング法
　 　 E L ISA 法
５． 遺伝子発現
　 　 total  RNA の抽出と リ アルタ イ ム PCR 法

病理組織学的研究法 伊藤　 彰彦 １５コ マ

　 疾患に特異的に形成さ れる 病変を組織形態学的及び分子生物学的に解
析するこ と を 通じ て、 疾患に固有の病態に関する 理解を 深める こ と を 目
指す。 そのために、 病変の組織学的解析結果を 細胞培養系や実験動物を
用いてモ デル化する。 モ デル化に当たっ ては分子生物学的な 実験手法 

（ レ ト ロ ウイ ルスベク タ ーによ る 遺伝子導入等） を 駆使する。 本科目に
特徴的な手法と し ては以下が挙げら れる。
１． 単一細胞レ ベルでのレ ーザー・ マイ ク ロ ダイ セク ショ ン
２． ヒ ト 病理組織標本の免疫染色及び電子顕微鏡的解析
３． 細胞間相互作用の光学的可視化及び力学的解析
　 なお、 解析対象疾患については、 可能な限り 受講者の希望に応じ る 。

病理組織診断特論 伊藤　 彰彦 １５コ マ

　 病理組織標本作製、 病理組織診断を 実際に経験するこ と によ り 、 幅広
い研究に対応でき る 組織の取り 扱い方、 病理組織診断の考え方を修得す
る こ と を 目的と する 。
１． 組織標本作製の手技、 理論を 修得する 。
２．  病理組織診断において組織所見を 正確に記述し 最終的な診断に至る

プロ セスを 経験する こ と によ り 病理学的思考法を 修得する 。

中枢神経ウイ ルス・
免疫病理学特論

角田　 郁生 １５コ マ

　 中枢神経ウ イ ルス 感染に よ っ て 引き 起こ さ れる Viral  pathology と
Immunopathology の理解のために多発性硬化症ウイルスモデルのタイラー
脳 脊 髄 炎ウイ ルス（ Thei l er’s mur ine encephalomyel i ti s vi rus, TME V） 
誘導性脱髄疾患（ TME V-induced demyel inating di sease, TME V-I DD） と  
自己免疫モデルの実験的自己免疫性脳脊髄炎（ exper imental  autoimmune 
encephalomyel i ti s, E AE ） の基礎理論を学ぶ。
　 TME V-I DD と E AE の誘導実験を 行い、 臨床症状のモ ニ タ リ ン グ、
免疫反応の測定（ リ ン パ球増殖反応、 サイ ト カ イ ン 産生、 抗体アイ ソ タ
イ プ ）、 組織標本の作製と 評価、 ウイ ルス感染の評価、 測定値の統計処
理を 行い神経ウイ ルス学、 神経免疫学の基本を 学ぶ。

免疫学特論
（ 講義・ 演習）

垣見　 和宏

７～１５
コ マ

受講者
と 相談
し て
決定

　 抗原特異的なＴ リ ン パ球の反応を定量的に検出する こ と は、 免疫学的
解析の基本である 。 し かし 、 Ｔ 細胞抗原受容体は、 抗原分子そのも ので
はなく 、 抗原タ ン パク 質由来ペプチド と MHC 分子の複合体に結合する
ので、 特定の抗原に対する Ｔ リ ン パ球の反応を 直接検出する のは容易で
はない。
　 こ の特論では、 MHC 分子と 抗原ペプ チド の複合体テト ラ マーを 用い
て、 特定の抗原分子に特異的なＴ 細胞抗原受容体を 持つ細胞を 検出する
方法（ テト ラ マー染色法） を 学ぶ。 同時に、 蛍光多重染色によ り 、 複数
の細胞表面マーカ ーと 細胞内サイ ト カ イ ン を染色し 、 特定抗原に対する
各Ｔ 細胞サブセッ ト のサイ ト カ イ ン産生パタ ーン 、 及びエフ ェ ク タ ー細
胞やメ モリ ー細胞の形成と 消滅の過程を解析する。さ ら に、蛍光標識ビ ー
ズを 用いた多種サイ ト カ イ ン 産生能の同時測定法や、 E L ISPOT 法につ
いても 実際の手技を 通じ て学び、 複数の解析方法を 通じ て抗原特異的Ｔ
細胞の反応を 総合的に理解する過程を 体験し て貰う 。
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科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

SAS に よ る 医学統
計解析

（ 基礎編）
今野　 弘規 ５コ マ

　 医学研究、 特に人を 対象と し た研究では研究結果の統計学的評価は欠
かせない。 本科目では、 統計解析ソ フ ト ウェ ア SAS を 用い、 基本的な
統計解析を 実践的に学び、 自ら の研究への活用を 目指す。 内容は、 以下
を 基本と する。
１． SAS プロ グラ ムと データ セッ ト の基本構造
２． Data ステッ プ Procedure ステッ プ
３． SAS における変数の種類
４． 記述統計解析と 各種検定

SAS に よ る 医学統
計解析

（ 応用編）
今野　 弘規 ５コ マ

　 医学研究、 特に人を 対象と し た研究では、 多く のバイ アスの調整に多
変量解析が重要な役割を はたす。 本科目では、 解析ソ フ ト ウェ ア SAS
を 用い、 多変量解析を 実践的に学び、 自ら の研究への活用を 目指す。 対
象は基本編の受講者、 ある いはそれと 同等の SAS に関する 知識と 使用
経験を有する者と する。 内容は、 以下を基本と する 。
１． 重回帰分析、 分散分析
２． 多重ロ ジスティ ッ ク 回帰分析
３． 生存解析と 比例ハザード 分析

法医学 垣内　 康宏 １５コ マ

　 内因性急死の素因を 取り 扱う 。 死亡原因が明ら かではない乳幼児突然
死症候群（ SI DS） と 機械的窒息死と の鑑別診断根拠を う る 研究成果を
期待し ている 。 乳幼児急死の実態は司法解剖及び監察医業務（ 検案・ 解
剖） を通じ 、 特論Ａ の実験的研究と し て自ら 経験でき るよ う 指導する 。
　 また成人では特発性心筋症（ 青壮年急死症候群） も SIDS と の類似点
があり 、 循環・ 呼吸機能のアン バラ ン スを 中心に過労死などの予防に役
立つ研究を すすめたい。

カ テーテルイ ンタ ー
ベン ショ ン

中澤　 　 学 １５コ マ

・  冠イ ン タ ーベン ショ ン の適応を 理解し 適用する 。
・  冠動脈造影法及び血管超音波、 血管内視鏡 OCT 等の冠動脈内イ メ ー

ジングにつき 理解する 。
・  冠動脈の動脈硬化の進展につき 理解する 。
・  冠動脈ステント につき 病理学的所見を 含め理解し 、 ステン ト の選択等

について説明でき るよ う にする 。
・  大動脈弁狭窄症に対する カ テーテル治療につき 理解する 。

循環器内科 中澤　 　 学 １５コ マ
　 心不全の病態生理を理解する。
　 リ ズム異常と 心機能の関連を理解する。

心臓突然死の病態と
対策

栗田　 隆志 １５コ マ

　 心臓突然死は我が国において年間 ６万人に発生する と 言われている。
特に基礎心疾患を 有する心機能低下患者や我が国での頻度が高いブルガ
ダ症候群は突然死のハイ リ スク 群と 考えら れており 、 その予測が重要で
ある 。 突然死の年間リ スク が ５％を超える と 判断さ れれば植込み型除細
動器（ ICD） の適応を 考慮すべき である 。 し かし 、 発生し た突然死の多
く は実際には事前に予測でき ていないため、 発作が生じ た後の対策も 重
要である 。 最近、 空港や駅でみかける 自動対外除細動器（ AE D） はそ
の切り 札と なっ ており 、 多く の患者の救命に貢献し ている 。 今回は心臓
突然死の疫学、 その発生メ カ ニズム、 有効性が証明さ れている 治療法の
最前線について講演する 。

分子血管病態学 有馬　 秀二 １５コ マ
①血管平滑筋細胞における アンジオテンシン Ⅱシグナル伝達機構
② NAD（ Ｐ ） Ｈ オキシタ ーゼシステムによ る 酸化スト レ ス産生機構

腎臓病態学 有馬　 秀二 １５コ マ
①糸球体濾過機能の分子生物学的解析
②尿細管ト ラ ン スポータ ーのシグナル伝達機構

内分泌代謝病態制御
学特論Ａ

（ 実験的・ 臨床的研究）
前田　 法一 １５コ マ

　 １型糖尿病をモデルケースと し て、 現在の臨床における 問題点を 抽出
し 、 それを 解決する ために必要な疾患の分子メ カ ニズム解明を 目的と し
て、 分子遺伝学的手法を 用いた疾患感受性遺伝子の同定法と 機能解析
法、 特に膵β細胞特異的に自己免疫が生じ る機序の解明に関する研究に
ついて学ぶ。
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科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

内分泌代謝病態制御
学特論Ａ

（ 病態内分泌学研究）
前田　 法一 １５コ マ

内分泌学の基本と なる 「 ホルモン と 受容体」 に関し て、 日常臨床におい
て比較的診療する 機会の多い原発性アルド ステロ ン 症やク ッ シング症候
群の分子生物学的な手法も 取り 入れた病態解析の進め方を 学修し 、 ２型
糖尿病、 肥満やメ タ ボリ ッ ク シンド ロームの病態解析への応用を目指す。

消化器病態制御学Ⅰ
（ 肝臓腫瘍学）

工藤　 正俊 １５コ マ
　 肝癌の局所治療、 TACE 、 HAIC、 分子標的治療、 免疫療法の講義・
演習を行う 。

消化器病態制御学Ⅱ
（ 肝炎ウィ ルス学）

工藤　 正俊 １５コ マ
　 Ｂ 型肝炎、 Ｃ 型肝炎の抗ウイ ルス治療についての講義・ 演習を行う 。
　 また、 非アルコ ール性脂肪性肝炎の病態治療についての講義を行う 。

消化器病態制御学Ⅲ
（ 消化管腫瘍学）

樫田　 博史 １５コ マ
　 食道癌、 胃癌、 大腸癌など悪性腫瘍を 中心に現在まで判明し ている 発
癌機構や高リ スク 群に関し て理解する 。 腫瘍の早期発見、 鑑別診断につ
いて、 さ ら に、 内視鏡治療を 中心と し た治療学について講義を 行う 。

CD３４陽性細胞の純
化方法と その生物学
的特徴の解析

松村　 　 到 １５コ マ

　 造血幹細胞移植は、 造血器腫瘍、 各種固型腫瘍、 造血不全などに対す
る 根治的治療と し 広く 行われている。 移植ソ ースも 骨髄のみなら ず、 末
梢血幹細胞、 臍帯血およ び純化 CD３４陽性細胞と 多様化し ている 。 造血
幹細胞は細胞表面に CD３４抗原を 発現し ており 、 骨髄およ び末梢血から
こ の CD３４陽性細胞を 純化する 方法には ２種類ある 。 ひと つは、 フ ロー
サイ ト メ ト リ ーを 使用し 、 細胞群から CD３４陽性細胞を ソ ーティ ン グす
る 方法である 。 も う 一つは、 磁気ビ ーズを用いて CD３４陽性細胞を ポジ
テ ィ ブ セ レ ク シ ョ ン する 方法で ある 。 こ れら の方法で 得ら れた 純化 
CD３４陽性細胞の生物学およ びその多彩な分化機構を解析する 。

血液腫瘍学実習 松村　 　 到 １５コ マ

　 血液腫瘍の治療を 担当する こ と によ り 、 抗癌剤治療の原点を 学ぶ。 強
力な抗癌剤治療に伴う 種々の副作用対策、 特に感染症を 主体と し た副作
用対策を 修得する 。 加えて、 慢性骨髄性白血病に対する チロ シンキナー
ゼ阻害薬、 悪性リ ン パ腫に対する 抗体薬など分子標的治療、 キメ ラ 抗原
受容体Ｔ 細胞（ CAR-T） 療法など の治療法と 成果を 修得する。 具体的
には、 血液内科の外来、 病棟において血液腫瘍患者を 担当し 、 治療方針
の決定過程、 治療実施方法、 治療実施中、 治療後の管理方法を 習得する 。
がん看護専門看護師、 がんラ イ フ ・ サポート チームと の症例検討会に参
加し 、 看護体制についても 理解する 。

血液腫瘍病理病態学 辰巳　 陽一 １０コ マ

　 悪性リ ン パ腫を 中心と する 血液固形腫瘍の病態およ び患者の予後は、
腫瘍自身の持つ病理組織学的背景に大き く 左右さ れるが、 病理組織病態
はさ ら に分子生物学的に仔細に制御さ れている 。 新訂 W HO 分類では、
悪性リ ン パ腫の主な病型項目に限っ ても 、 その数は７０に及び、 その病理
病態の詳細を 単純に網羅的に記憶する こ と は困難であり 、 本質的な作業
と は考え がたい。 一方で、 彼ら の発生学的な特徴、 発現タ ン パク の意
義、 およ びそれら の分子生物学的な制御メ カ ニズムと 病態と の関係を 系
統的に習得するこ と で、 血液固形腫瘍の臨床的な側面を 理解するこ と が
容易になる と と も に、 こ の普遍的なアプロ ーチは、 臨床腫瘍病態の理解
に通じ る も のと 考える 。 具体的には、 血液腫瘍病理組織学習を 、 フ ロ ー
サイ ト メ ト リ －、 遺伝子再構成、 F ISH 法、 細胞内タ ン パク 発現およ び
タ ン パク リ ン酸化検出法などの原理を 理解し ながら 考察し ていく 。

同種造血幹細胞移植
によ る造血回復およ
び腫瘍細胞の制御

田中　 宏和 ６コ マ

　 同種造血幹細胞移植（ 骨髄移植・ 末梢血幹細胞・ 臍帯血移植） では前
処置後に造血幹細胞を 患者に輸注する 。 再生不良性貧血を はじ めと する
造血器良性疾患では、 輸注する こ と によ っ て正常造血の回復を 図る 。 一
方、 造血器悪性疾患では体内に残存する 病変を 移植片対白血病・ リ ン パ
腫（ GVL ： graft-versus l eukemia/lymphoma） 効果によ っ て制御する こ
と で根治を 図る。 血液疾患に対する移植療法の実臨床、 およ び疾患制御
に関わる 造血機構、 免疫機構を基礎的観点から 学ぶ。

膠原病学実習 木下　 浩二 １５コ マ

　 膠原病の病態、 治療法に関連する基礎的知識について学習する。 特に
自己免疫現象、 炎症、 組織の線維化における種々のメ ディ エータ ーの役
割と 薬剤の影響を 分子生物学的手法を 用いて観察する。 具体的にはステ
ロ イ ド 、 スタ チン、 RAS 系阻害薬、 種々の免疫抑制薬の膠原病の病態
における 意義を学習する。 こ の実習を 通し て膠原病の診断法、 治療法を
含む総合的な考え方を習得する。
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科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

神経変性疾患の病態
解明・ 治療法開発

永井　 義隆 １５コ マ

　 アルツ ハイ マー病、 パーキン ソ ン病、 筋萎縮性側索硬化症、 脊髄小脳
変性症などの難治性神経変性疾患・ 認知症について、 その病態解明、 治
療法開発を 目指し た研究を 概説し 、 分子レ ベルの実験的研究を 実践す
る 。 研究手法と し ては、 タ ン パク 質構造解析、 培養細胞などを 用いた分
子細胞生物学的な in vi tro 解析から 、 様々な 疾患モ デル動物（ シ ョ ウ
ジョ ウバエ、 マウス、 マーモセッ ト ） を 用いた in vivo 解析、 さ ら に化
合物スク リ ーニン グなど多彩な技術を 駆使し て、 幅広い視点から の研究
手法を習得する。 さ ら にこ れら の基礎研究の成果から 、 臨床応用を 目指
し て医師主導治験などの橋渡し 研究を 展開する。

神経難病の基礎・ 臨
床・ 支援

平野　 牧人 １５コ マ

１． 神経難病発症のメ カ ニズム
　 　  神経難病の病態は、 いわゆる 変性疾患、 免疫性疾患など多岐にわた

る。 一部の遺伝子異常は明ら かにさ れたが、 発症のメ カ ニズムは不
明の点が多い。 現状の基礎的知見について概説する。

２． 神経難病の臨床研究
　 　  神経難病についても 基礎的知見に基づき 、 一部には医師主導治験も

行われている 。 その他対症療法的治療でも 患者 QOL に寄与する 治
療も ある。 こ れら の臨床研究に関する 研究について概説する。

３． 神経難病の支援
　 　 神経難病にかかわる医療、 福祉制度を公衆衛生的立場から 概説する。

新「 共通特論Ⅰ」
（ 臨床腫瘍学総論）

西尾　 和人 １５コ マ

　 がん診療に必要な生物学、 生理学、 生化学、 病理学、 遺伝学、 免疫学、
薬理学、 疫学・ 統計学の基礎知識を習得する 。 がんの生物学、 病因の学
習により 、 生物学的特性に基づいたがん治療戦略の考え方を 理解する 。
　 単位数は ２単位と し 、（ 神戸大学医学部、 大阪市立大学医学部、 兵庫
医科大学、 近畿大学理工学部、 神戸大学大学院医学研究科、 大阪公立大
学大学院医学研究科、 関西医科大学大学院医学研究科、 近畿大学大学院
総合理工学研究科） と 協同し て年間１５回の講義を 実施する 。 協同する 大
学院及びその他適切な学外講師を 選定する こ と によ り 教育の質を 高め
る 。

多職種参加型症例検
討演習

林　 　 秀敏 ４コ マ

　 がん薬物療法専門医、 がん看護専門看護師、 がん専門薬剤師養成コ ー
ス等、 ２学年時の実習期間中の一定期間中、 特定のがん患者を 選択、 患
者の了解の下、 種々の職種の学生が共通し て担当する。 それぞれの担当
教官の指導下ではある が、 それぞれの立場から の診療・ 看護方針につい
て学生間で検討を 重ね、 一定の結論を 集約する 。 こ の過程を 通じ て職種
横断的チーム医療のある べき 姿を 模索、 検討する 。 その成果を 、 近畿大
学がんセン タ ー・ キャ ン サーボード にて提言する 。

模擬患者によ る多職
種参加型個別化医療
課題演習

林　 　 秀敏 8 コ マ

　 がん薬物療法専門医、 がん看護専門看護師、 がん専門薬剤師養成コ ー
スの学生、 ボラ ン ティ ア模擬患者（ SP） が一同に会し 、 がん診療上の
興昧を持っ ている臨床課題を検討・ 整理する。 最も 重要な課題を選別し 、
患者、 医師、 看護師などの状況を 定義する こ と によ り シナリ オを作成す
る 。 模擬患者を用いて特異的臨床状況を 再現、 多職種の医療関係者が仮
想的に共同体験する こ と によ り 、 各職種がどのよ う に行動する べき かを
学習する 。 こ のシナリ オは、 学部学生、 腫瘍内科研修医、 病棟看護師の
研修に用いら れる 。

腫瘍内科学臨床実習
Ⅰ

林　 　 秀敏 １５コ マ

　 腫瘍内科の外来、 病棟において多く の癌種の患者を担当し 、 治療方針
の決定過程、 治療実施方法、 治療実施中、 治療後の管理方法、 治療時に
必要と さ れる 緩和医療などを 実地修得する 。 また、 外科医、 放射線腫瘍
医、 脳外科医など診療科横断的癌治療カ ン フ ァ レ ン スに参加し て、 患者
に最適化さ れた治療法の形成方法と チーム医療を 修得する 。 更に、 看護
師、 薬剤師、 MSW など職種横断的症例検討会に参加し 、 がん患者の全
人格的診療を学習する。
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科　 目　 名 担当教員 時間数 内　 　 容

がん緩和医療演習
吉田　 健史
林　 　 秀敏

１５コ マ

　 緩和ケアは生命を 脅かす疾患による 問題に直面する患者と その家族に
対し て、 痛みやその他の身体的、 心理的、 社会的な問題、 さ ら にスピ リ
チュ アルな問題を 早期に発見し 、 的確な 評価と 処置を 行う こ と によ っ
て、 苦痛を 予防し 和ら げる こ と で、 QOL を 改善する 行為である と いう
基本を緩和ケア総論で習得する 。 さ ら に各論と し てがん性疼痛（ グルー
プによる疼痛を有する症例検討も 含む）・ 精神症状・ オピオイ ド ・ コ ミ ュ
ニケーショ ン スキル・ 身体症状に対する 緩和ケア・ 精神症状に対する 緩
和ケアを 理解し 応用でき る 知識を 身につける。 ま た、 緩和ケア研修会

（ PE ACE ） を 受講する。 単位数は １単位と する 。
　 身体的苦痛の緩和ケア・ スピ リ チ ュ ア ルケアの実際・ 多職種間のコ
ミ ュ ニケーショ ン スキルなど の課題を 通し てチーム全体でディ スカ ッ
ショ ンでき る能力や他の診療科と の連携を 図る能力を 習得する 。

がん医療地域連携演
習

林　 　 秀敏 ４コ マ

　 がん患者の療養の質を 高める ためには、 病院内のスタ ッ フ のみな ら
ず、 地域の医師、 看護師、 薬剤師、 ケアマネージャ ーら と 協働し て診療
を 行う よ う に、 患者、 家族、 病院内のスタ ッ フ に働き かける こ と が重要
である。 演習を通し て、 適切な時期に患者が多職種から なる 専門家チー
ムにコ ン サルテーショ ン でき る よ う に、 また、 地域の医療、 福祉スタ ッ
フ から 必要なサービ スを 受けら れる よ う 導く ための知識や技術を 学ぶ。
また、 事前の講義ではがん診療における advanced care plan、 多職種間
の顔の見える 連携、 ト ータ ルペイ ンに関するスク リ ーニン グやト リ アー
ジの重要性に関し て学ぶ。

呼吸器・ アレ ルギー
病態制御学特論Ａ

（ 実験的研究）
松本　 久子 8 コ マ

　 以下について習得する 。
① 好酸球、 リ ン パ球、 単球分離と 各々を用いた種々刺激下での活性化
　 細胞内シグナル伝達機構の研究
②間質性肺疾患モデルマウスを用いた研究

感染病態制御学 吉田 耕一郎 ３コ マ

　 感染症診療において最も 重要なポイ ン ト は、 正確な診断を 迅速に得る
こ と と 適正な抗微生物薬を 早期から 開始するこ と である 。 本講座では確
定診断法の理解、 バイ オマーカ ーの運用と 評価法、 適正抗菌薬使用の実
践、 抗菌化学療法の評価法について学ぶ。 また、 院内感染制御の基本的
考え方と 実践法についても 習得する 。

精神病態医学特論 橋本　 　 衛 １５コ マ
　 精神疾患の分類、 原因、 症候、 診断、 治療について包括的に学習する 。
特に、 認知症、 高次脳機能障害などの器質性精神疾患の症候学、 画像診
断学、 最先端治療、 マネジネント について習得する 。 　

小児腎臓病学 杉本　 圭相 １０コ マ

　 主に以下の項目の習得を 目的と する 。
腎生検病理組織を 用いた蛍光染色法のための標本作成
腎生検病理組織（ 光学顕微鏡、 蛍光染色、 およ び電子顕微鏡） の所見の
解釈と 診断

成長発達医学総論 杉本　 圭相 ７コ マ

　 小児において最も 重要な事項のひと つはから だの発育である 。 成長に
対し て正確な評価およ び適切な対応が必要である 。 そのため、 身体成長
に関する 特異的な評価法、 診断法、 なら びに成長に関連する 各種疾患の
病態生理を 修得する 。 また、 動物実験を 通じ て、 成長過程の変化を 身に
付けるよ う にし ていく 。

皮膚アレ ルギー学特
論Ａ

大塚　 篤司 １５コ マ

　 皮膚環境アレ ルギー学特論Ａ では、 アト ピー性皮膚炎を 代表と する 皮
膚アレ ルギー疾患の病態生理について学習する 。 皮膚の構造、 皮膚にお
ける 自然免疫、 皮膚における 獲得免疫、 正常な皮膚免疫の仕組み、 経皮
感作、 アト ピ ー性皮膚炎の病態、 尋常性乾癬の病態を 理解し 、 自ら 課題
を 見つけ出し 解決する実験的手法を 学ぶ場と する 。 　

放射線腫瘍学実習 松尾　 幸憲 １５コ マ

　 放射線腫瘍学実習： 個々の症例をも と に、 放射線治療における ３次元
治療計画法や線量分割法、 併用療法の決定などを 学ぶ。 すなわち、 放射
線腫瘍科の外来、 病棟において 照射中ある いは照射後の経過観察中の
個々の患者に対する 治療方針、 放射線治療計画法、 診察法、 画像診断法
について学ぶ。 新患に対し ては初診から 治療計画の立案、 経過観察を 指
導医と と も に行う 。 毎週行われる 放射線腫瘍医、 診療放射線技師、 医学
物理士、 看護師と の症例検討会に参加する 。
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腫瘍核医学実習 細野　 　 眞 １５コ マ

　 腫瘍親和性放射線薬剤を 用いたイ メ ージン グと 核医学治療において、
放射性薬剤の特性と 取り 扱い、 イ メ ージン グ手法、 腫瘍病態の分析、 線
量評価、 治療戦略について学ぶ。

脳核医学における 画
像統計解析法

石井　 一成 １５コ マ

　 脳核医学画像の解析は従来関心領域を 設定し てその中の数値を 取り
扱っ てき たが、 大き さ ・ 形の違う 個々人の脳を 標準脳にあてはめ、 同じ
座標系でボク セル毎に数値を 解析する 手法、 すなわち画像統計解析法が
発展し 、 現在では脳の各疾患の脳核医学画像を 群間比較し たり 、 診断の
補助と し て活用さ れる よう になっ てき た。 こ こ では画像統計解析法につ
いて概説し 、 SPM や ３D-SSP のプロ グラ ムを 実際に使用し て画像統計
解析法を 学習する 。

臨床検査医学特論Ａ 上硲　 俊法 １５コ マ
　 臨床検査のう ち 検体検査の視点から 、 検体検査の理論およ び、 実務を
習得する 事を 目的と する 。 具体的には、 一般検査、 血液検査、 臨床化
学、 臨床免疫、 細菌検査の検査理論、 手技を 習得し 、 意義を 学ぶ。

消化器外科学 川村 純一郎 8 コ マ

●消化器癌組織の分子生物学的解析
　 消化器癌切除標本から 下記の具体的な手技につき 解説する 。
　 １） RNA, DNA の抽出
　 ２） PCR（ polymerase chain reaction） 法
　 ３） RT-PCR（ reverse transcr iption polymerase chain reaction） 法
　 ４） SSCP（ single strand conformation polymorphism） 法
●消化器癌の免疫組織学的解析
　 各種消化器腫瘍の組織切片の作製と 免疫染色法の手技を 解説する 。
●肛門機能検査
　  肛門機能検査のなかで代表的な直腸肛門内圧測定手技を 解説する 。 具

体的には専門機器を 用いて機能的肛門管長、 最大静止圧、 最大随意収
縮圧の測定を 行う 。

高齢者外科学 川村 純一郎 8 コ マ

GI O
　 高齢者手術を 安全に行う ために、 基礎的知識と な る 高齢者の栄養学
的、 免疫学的特性を 理解する 。
SBO
１． 高齢者の身体的、 精神的特性を 述べる こ と ができ る。
２．  高度侵襲手術における 周術期の生体反応に加齢が及ぼす影響を 説明

でき る 。
３．  高齢者における 合併症を 回避する ための栄養学的、 免疫学的対策を

説明でき る 。

肝胆膵外科学 松本　 逸平 8 コ マ

GI O
　 肝胆膵領域の悪性腫瘍や、 肝内結石、 急性・ 慢性膵炎などの難治性疾
患の病態解明のための切除標本などの臨床検体の取り 扱いを 習得する こ
と を 目的と する 。
SBO
１． 手術材料を 癌取り 扱い規約に基づいて処理でき る 。
２．  手術材料の免疫組織学的解析法の意義と 方法を述べるこ と ができ る。
３． 手術材料の蛋白質解析、 遺伝子解析の手法を 具体的に解説でき る 。
４． 実際の症例での応用方法を述べる こ と ができ る 。
５． 肝胆膵外科における 臨床研究の今後の展望を 述べるこ と ができ る 。

呼吸器外科学 津谷　 康大 8 コ マ

○ 肺癌のバイ オマーカ ー、 特に予後因子と 効果予測因子について、 その
臨床的意義、 検証法、 生物学的意義等を 理解する 。

○ 手術材料を 用いた分子生物学的解析法に関し 、 標本の取り 扱い、 解析
法について習得理解する 。

○ 肺癌治療成績の改善のために、 どのよ う な方策が可能で、 その実現の
ためにはどのよ う な段階を 踏むこ と が必要なのかを 理解する 。
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乳腺腫瘍学 菰池　 佳史 8 コ マ

GI O
　 乳癌の罹患リ スク 、 画像診断病理診断の基本を 理解し 、 手術術式の決
定と 術後治療や進行再発癌の治療につき 理解する 。
SBO
１． 乳癌の疫学と 罹患リ スク を知る 。
２． 画像診断と 組織型の対比から 診断につき 理解を 深める 。
３． 古典的な病理診断によ る 予後因子と し ての意義を 知る 。
４． 新し い分子マーカ ーの臨床的意義と 効果予測因子の変遷を 知る 。
５． 薬物療法の早期治療効果指標や、 効果予測因子を 知る 。
６．  乳癌治療体系の進歩につき 概略を 知る （ 手術、 薬物、 画像、 放射線

治療、 ト ラ ン スレ ーショ ナルリ サーチ）
７． 乳癌診察におけるゲノ ム医療の流れを 知る。

上部消化管外科学 安田　 卓司 １５コ マ

　 上部消化管悪性腫瘍に対する 集学的治療における 化学療法や化学放射
線療法のよ り 正確な効果予測の確立や手術侵襲の各臓器に及ぼす影響を
明ら かにする ために、 切除標本や血液サン プルを 用いた分子生物学的手
法または免疫組織学的手法なら びに画像を 用いた解析法について理解す
る 。
１．  生検およ び手術材料の取り 扱いやそれら を 用いた免疫組織染色や

DNA、 RNA の抽出や遺伝子解析の手法を修得する。
２．  CT や PE T によ る 画像解析と 切除標本の免疫組織学的解析結果と

を対比する こ と で、画像の示す病態的特徴や意義について理解する 。
３．  ト ラ ン スレ ーショ ナル・ リ サーチと し て臨床における 問題点の研究

的解明と 研究成果の臨床へのフ ィ ード バッ ク を 学ぶ。
　 上記実験的研究手法に加えて、 臨床試験の研究デザイ ン の設定や主要
なら びに副次評価項目の設定など臨床研究の立案と 進め方についても 学
び、 修得する 。 その上で、 外科治療が人体に与える 侵襲や消化吸収およ
び体組成の変化、 ある いは手術アプロ ーチや再建法、 または種々の治療
法についても 問題を 掘り 起こ し 、 解剖学、 生理学、 病理学、 分子生物学、
臨床検査など様々の側面から 原因解明または優劣を 評価し て研究を 進め
ていき 、 上部消化管外科学への造詣を 深めていく 。

神経機能制御外科学 髙橋　 　 淳 ３コ マ

　 神経系の疾患概念に関する 豊かな学識を 修得し 、 その外科学的治療に
ついて、 研究者と し て自立し て研究活動を 行う に必要な高度の研究能力
を 開発する 。
　 特論Ａ （ 必） では神経系疾患の診断学と 外科治療学を 取り 扱う 。 神経
疾患の診断について概説し 、 従来の診断技術のみなら ず、 近年急速に進
歩し つつある 先端的科学技術を 応用し た各種診断機器を 用いての病像、
病態診断法を 修得する 。 さ ら に、 脳腫瘍、 脳血管障害、 機能的疾患など
の外科学的治療の現状を概説し 、 その問題解決に向けての研究に従事さ
せる 。

脳卒中学 大槻　 俊輔 １コ マ
　 一過性脳虚血モデルにおける 虚血性神経細胞障害の機序及び修複過程
における シナプスや神経再生について学び、 今後の研究課題について考
える 。

心機能評価法の原理
と 応用

坂口　 元一 ２コ マ

　 侵襲的治療を行う う えで、 心予備能や負荷への耐容能などの心機能を
定量的に評価する こ と が極めて重要である 。 心機能の評価法は非侵襲的
なも のから 侵襲的なも のまで様々であり 、 目的や対象によ っ て適切に選
択さ れなければなら ない。 こ こ では実験的な心機能評価法や臨床的に実
用化さ れている心機能評価法について紹介し 、 その原理、 応用法につい
て解説する 。

人工関節置換術に関
連するバイ オマテリ
アルの開発

後藤　 公志 ５コ マ

　 人工関節置換術はバイ オマテ リ アルの進歩と と も に手術成績が向上
し 、 特に人工股関節置換術はあら ゆる 外科手術の中で最も 患者満足度の
高い手術と し て評価さ れている 。 人工関節置換術用イ ン プラ ン ト にはど
のよ う な材料特性が求めら れ、 どのよ う な基礎実験、 動物実験を経て臨
床応用さ れる のかを 学ぶ。 また、 優れた臨床成績が報告さ れている イ ン
プラ ント と 成績不良なイ ンプラ ン ト の機械的強度、 形状、 表面性状、 生
体活性の違いを理解し 、 その長期成績の評価方法を 学ぶ。 その上で、 優
れた臨床成績が期待でき る 新たなバイ オマテリ アル開発を 展望する 。
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末梢神経再生特論 柿木　 良介 ４コ マ

　 外傷や腫瘍切除後の末梢神経欠損にたいし ては、 現在自家神経移植術
が gold standard と なっ ている 。 し かし 移植神経採取部の神経欠落症状
が必須で ある こ と 、 採取でき る 神経量に限り がある こ と 等の短所があ
る 。 一方、 人工神経では、 神経再生距離に限り がある こ と 、 再生神経線
維数が少ないこ と などが欠点と し てあげら れる 。 本科目では、 自家神経
移植に匹敵、 または凌駕する 人工神経を 作成する こ と を 目的と し て、 末
梢神経再生を促進さ せる 研究を習得する為に以下の講習を 行う 。
１． 末梢神経再生に対する 動物実験モデルの作成
２． 末梢神経再生に必要な ３要素について
　 　 ・ 神経再生足場
　 　 ・ 移植細胞
　 　 ・ 成長因子
３． 末梢神経再生の評価法の習得
　 　 ・ 組織形態学的検索
　 　 ・ 電気生理学的検索
　 　 ・ 分子生物学的検索
４． 同種神経移植術について

内部障害学特論 東本　 有司 ２コ マ

　 リ ハビ リ テーショ ン 医学の中でも 、 急性期病院において特に重要度が
増し てき た内部障害学の最新の知見を 習得し 、 自ら の研究分野に新たな
発想が生まれる こ と を目的と する 。
１．  呼吸循環、 代謝、 腎、 消化器などの内部機能障害に対する リ ハビ リ

テーショ ン 医療の現状を 理解する 。
２．  呼吸リ ハビ リ テーショ ン に関し ては、 CT 画像や超音波画像を 利用

し た新し い呼吸筋の評価法について理解する 。
３．  光ト ポグラ フ ィ を 利用し た、 呼吸困難に対する 脳活動の変化を 捉え

る方法を習得する。

泌尿器病態学 藤田　 和利 １コ マ

　 泌尿器腫瘍増殖シグナリ ン グと 分子標的薬の役割について、 腫瘍の増
殖は腫瘍細胞そのも のの分化の up-regulation と 腫瘍新生血管など 周辺
環境因子が重要な ポイ ン ト で あ る 。 本講で は増殖因子→レ セ プ タ ー
→ PI ３K → Akt → mTOR など の細胞の分化・ 増殖に関わる シグナル伝
達系と 各分子に対する 阻害薬（ 分子標的薬） の役割について習得する と
共に、 最近注目さ れている 、 免疫チェ ッ ク ポイ ン ト 阻害薬のメ カ ニズム
について学習する 。

泌尿器低侵襲内視鏡
学

吉村　 一宏 ２コ マ

　 泌尿器領域の外科手術において重要な泌尿器内視鏡学について、 その
有用性、 安全性、 また合併症や偶発症に関する 知識を 習得する 。 さ ら に
ロ ボッ ト 支援下の内視鏡手術における 基礎的知識の習得やシミ ュ レ ー
タ ーを用いたト レ ーニングを 通じ て、 ロ ボッ ト 支援下内視鏡手術の基本
操作を学習する 。

網膜疾患の病理・ 病
態

日下　 俊次 ５コ マ

　 外界から の視覚刺激は角膜、 水晶体、 硝子体を 経て中枢神経組織であ
る 網膜に達する。 網膜で は複雑な視覚情報処理が行われ、 視神経を 経
て、 大脳皮質の後頭葉にある 視覚野でさ ら に情報処理が行われるこ と で

“ 見る” こ と が可能と なる。 網膜のこ の機能を 障害する疾患には緑内障、
糖尿病網膜症、 加齢黄斑変性などの失明原因の上位を占める 多く の疾患
がある。 本コ ースでは種々の網膜疾患の病態メ カ ニズム、 それに基づく
最新の治療法について講義を 行う 。

網膜の分子生物学 國吉　 一樹 ５コ マ

　 網膜には多く の遺伝子が発現し ている 。 それら の遺伝子異常は、 眼の
異常のみなら ず、 その遺伝子が関連する 他の臓器にも 異常を き たし て

「 症候群」 と なる。 本講座では、 網膜の解剖学、 生理学から 、 網膜疾患
と それを 含む症候群について系統的に解説する 。 主な項目は； ①網膜の
解剖学的生理学的特徴と 視覚科学、 ②色覚の分子生物学、 ③遺伝性網膜
ジスト ロ フ ィ と それに関連する症候群
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眼感染症学 江口　 　 洋 ５コ マ

　 眼球は外界に露出し ている ため、 常に環境由来の微生物汚染を受けて
いる が、 眼内は原則と し て無菌と 考えら れている 。 同時に、 光学器と し
ての機能を 維持する ために、 眼内は血液眼柵によ っ て必要最小限の体液
成分のみが循環し ている。 ゆえに、 原則と し て正常眼内の免疫担当細胞
の密度は非常に低い。 それでいて、 眼表面には常在細菌叢が存在し 、 約
５００㎛のコ ラ ーゲン ででき た無血管組織の角膜が、 汚染さ れた眼外と 、
無菌の眼内の境界と なっ ている 。 以上のこ と が、 臨床上問題と なる 眼感
染症を修飾する因子である。 本コ ースでは、 眼感染症を 修飾する因子に
ついて、 基礎医学的見地から 理解を深めた上で、 実際の眼感染症例にお
ける 起炎株の検出方法と その由来をたどる 方法、 およびそれら の臨床的
意義について理解するこ と を 目標と する。

耳鼻咽喉科・ 頭頸部
外科学

安松　 隆治 ２コ マ

　 聴覚・ 平衡覚・ 嗅覚・ 味覚などの感覚器の生理機能、 ある いは頭頸部
癌の発癌機構を理解する。 それぞれの末梢受容体における 感覚発生の分
子機構、 末梢から 中枢における 認知機構に至る までの神経回路を理解し
た上で、 さ まざまな感覚器障害の病態を解剖学的・ 生理学的・ 生化学的・
分子生物学的・ 分子遺伝学的な研究手法により 解明する 。 頭頸部癌の発
癌機構を 分子生物学的手法によ り 解明する。 基礎研究の成果を 臨床に
フ ィ ード バッ ク さ せる こ と で感覚器医療への導入を 目指し た臨床研究を
推進する 。 頭頸部癌の発癌機構を 解明する こ と で新たな分子標的薬の開
発を 目指し た臨床研究を 推進する 。

婦人科腫瘍学総論 松村　 謙臣 ２コ マ

　 子宮頚癌、 子宮体癌、 卵巣癌の婦人科 ３大悪性腫瘍について概説する
と 同時に、 特に卵巣癌を中心に、 こ れまでどのよ う に臨床の視点から 問
題点を 発掘し 、 こ れを 基礎研究において解明し 、 さ ら にト ラ ン スレ ー
ショ ナルリ サーチを 通し て臨床に還元し てき たかに関し て述べる。

重症病態の臨床研究 重岡　 宏典 ５コ マ

　 外傷や重症疾患に伴う 呼吸、 循環、 凝固系、 免疫系の変化を 習熟し 、
全身管理と 治療を 研究する 。 ショ ッ ク 治療の呼吸循環管理モニタ リ ン グ
と 重症病態のスコ アリ ン グを 理解し 、 重症病態を 正し く 評価する。 重症
疾患における 必要栄養量の評価を 行い、 各病態に適切な栄養管理の方法
を 理解し 、 病態改善に関与する栄養素や微量元素について研究を行う 。

麻酔科学 中嶋　 康文 ５コ マ

　 様々な気道確保器具の概説と 実習、 およ び各種人工呼吸モード の適応
と 実習。 麻酔薬は様々な受容体。 チャ ン ネル・ 細胞内情報伝達系に作用
し 、 いわゆる 麻酔作用のみなら ずそれ以外の種々の作用も 引き 起こ す。
麻酔薬と 記憶（ 長期増強） や睡眠と の関係、 脳虚血や心筋虚血に対する
プレ コ ン ディ ショ ニン グ作用、 麻酔薬の精神賦活作用や耽溺性、 揮発性
麻酔薬の発達脳に対する 障害作用など最新の情報について概説する 。

麻酔科
（ 集中治療医学）

中嶋　 康文 ５コ マ
　 急性期患者の集中治療医学における、 呼吸 ･ 循環 ･ 体液管理などの臨
床的評価と 治療を 研究する。 ま た集中治療室から の早期リ ハビ リ テ ー
ショ ン施行によ る 患者の回復度を 臨床的に評価 ･ 研究する 。

疼痛制御学 中嶋　 康文 ５コ マ

　 痛みのアセスメ ン ト と マネジメ ン ト の実際について包括的に概説す
る 。 感覚、 認知、 情動と いっ た多次元的な痛みの成り 立ち を 理解し 、 痛
み情報を 伝達する 侵害受容系、 痛みを 制御する 下行性抑制系の解剖と 機
能、 受容体と 神経ペプチド の役割を理解するための講義を 行う 。 さ ら に
痛みの治療に用いる 薬物（ 医療用オピ オイ ド 、 鎮痛補助薬、 漢方薬を 含
めて） の作用機序、 神経ブロ ッ ク 療法（ レ ン ト ゲン 透視下、 エコ ーガイ
ド 下での）、 刺激鎮痛法（ 鍼治療、 末梢神経刺激、 脊髄刺激） の奏効機
序についての講義を 行っ た上で、 手技の実習を行う 。


